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【研究概要】
　　　人、特に女性は、毎日衣服を考える際に鏡の前で長時間衣服を合わせることがある。時には、どこにどの衣服があるのかも思い出せずそのアイテムを探すのにも時間をとる。そんな無駄な時間を少しでも削減し、出かける前の慌ただしい時間を効率的に使うべきである。さらに、様々な人と衣服やコーディネートの情報を交換、評価、共有を行うことで、衣服の利用形態が更に大きく展開される可能性がある。
　　本研究では、個人が衣服を保有し、利用する現状の形態をアンケート等により調査、分析することで、問題点を明らかにする。そして、問題点の解決に向け、衣服情報化を軸とした検討を行う。例えば、保有する衣服の情報や利用履歴、コーディネート履歴を管理する機能などが考えられる。必要な機能の設計・実装を行い、利用者に実際に利用してもらうことで評価を行う。

【研究目的】
保有する衣服の情報を管理することにより、普段のコーディネートに必要となる手間や時間の節約など効率化することを目的とする。どの衣服を持っているかを手元に把握しておくことで、買い物に行った時に迷わないですむ。 

【期待される効果】
　・毎日のコーディネートが楽になる。
　・衣服を整理した場所を思い出せる。
　・他人に自分のコーディネートを評価してもらえる。
　　・日々のコーディネートが登録されるカレンダー式でいつ何を着たかが分かるのでかぶ
らない。
　　・天気予報などの気象情報を利用することによって、気温や天候を考慮したコーディネ
ートが可能となる。

【研究項目】
　・既存の関連アプリケーションおよびサービスの現状と課題
　・アンケートによる実状の調査
　・アンケート調査の分析
　・コーディネートに関する必要条件の検討
　・収納ボックスモデルの構築
　・設計　実装
　・実際に利用してもらっての評価
　　
